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酷暑が過ぎ去りようやく秋風が吹いて参りましたが，
それもつかの間，一転して九州北部には猛烈な豪雨が
降り続き，被害も出ている模様です。該当地域の先生
方におかれましてはくれぐれもお気をつけください。
さて，本号は眼瞼下垂手術の特集です。私が入局し
た 30 年前は，白内障手術が ICCEから ECCEへと進
化し，眼内レンズが普及しはじめた頃です。当然，そ
の当時から眼瞼下垂の手術は行われておりましたが，
機能重視で現在のように細やかな配慮はなされること
もなく手術が行われていたように感じます。
本特集からもわかるように，現在では麻酔に対する
配慮，手術方法，さらに他の眼疾患合併例での注意事
項も詳細に記載されております。手術材料に関する進
化も特記すべきでありましょう。さらに眼瞼下垂とい
う疾患と治療に対する評価も詳細にまとめられており
ます。以前は単に見た目の改善や視野が広がればよい

と，目視で診察・確認，口頭で改善の有無を確認する
程度でした。眼瞼下垂の手術によるメリットは当然こ
れにとどまらず，角膜乱視や高次収差の軽減，また姿
勢，肩こり，頭痛の改善といった，眼科には直接関係
しない部位に至るまで詳細に考察されております。涙
液動態への影響も考慮され，ドライアイの改善やそれ
に伴う不眠の改善を認める症例も存在するとの記載に
非常に驚かされます。すなわち，眼瞼下垂治療の適応
がとても広がっていることがわかります。こういった
精緻な追及こそがさらなる眼瞼下垂手術の進歩へつな
がるものと確信し，それはAI 時代が到来しても揺る
ぎのないことと考えます。
特集以外の記事も明日からの臨床，もしくはすぐに

でも役立つ情報が満載です。お楽しみいただければと
思います。
� （石川　均・記）
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